
令和7年度「学校経営方針構想図」

目指す生徒像・重点目標目指す生徒像・重点目標

具体的な取組具体的な取組

家庭・地域社会家庭・地域社会

との連携・協働との連携・協働

学校研究課題学校研究課題

熊谷教育の精神熊谷教育の精神
一、 学校は、一家族の状態を存すべし、教師は父母の如く、謹厳にして慈愛なる
べし、生徒は子女の如く、恭敬にして従順なるべし。

二、 学校は、一社会の状態を存すべし、長幼の秩席を正すべし、相互の間に、
仁と愛とを尽くすべし、而して常に生徒をして、校規を重ぜしめ、校則に遵はしむ。

学校教育目標学校教育目標
自律 協調 貢献自律 協調 貢献

地域と共に未来を創生する江中生志高く志高く

自 律（知・志を立てる）

自ら考え、正しい判断をし、
自分の心を律することのできる生徒

１ わかる授業の実施
２ 学習習慣の確立
３ 基礎基本の確実な修得

協 調（徳・志をはぐくむ）

互いに助け合ったり譲り合ったりしながら、
共に学び合える生徒

１ ﾗｳﾝﾄﾞｼｽﾃﾑの考え方を生かした授業改善
２ 人権・ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の充実

貢 献（体・志に生きる）

「時・場・礼」を実践し、
心身ともに健康で安全な行動がとれる生徒

１ 実生活における道徳の見える化
２ 体育・健康教育の充実
３ 生徒会活動の活性化

【重点事項】（自律）
① わかる授業の実施
○学習内容の明確化と１時間の授業の見通し
の見える化 （100%）

○まとめと振り返りの実施（100%）
○指導者を招いての授業研究会実施（1人1回）
② 学習習慣の確立
○家庭学習の習慣化
○「熊谷の子どもたちは、これができます！
『４つの実践と３減運動』」意識調査年２回

○放課後くまなびの活用、出席率（90％）
③ 新熊谷ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによる汎用的能力の育成
○学力補充（テスト前、休業日 計１０日）

【重点事項】（協調）
① 授業改善
○授業の中で、徹底的にかまう授業の実践(100%）
○学校行事・体験学習のﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ実施(100%）
○対話的で深い学び「考え、議論する」道徳の実施

② 人権・ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育
○いじめ撲滅行動宣言の達成（100%）
○ｽﾏﾎの使い方宣言の実施
○新くまなび支援室の活用（毎日）
○図書室利用者１日平均４０人、読み聞かせ活動
年３回、朝の読書活動の実施（全員読書100%）

○ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ授業の実施（年３回）
○ 「熊谷の子どもたちは、これができます！
『４つの実践』」ありがとう、ごめんなさい（１００%）

【重点事項】（貢献）
① 道徳教育・体験活動・奉仕活動（道徳の見える化）
○学校内外のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加者数（全校生徒の５０%）
○花と緑の環境づくり（花３回植え替え・緑のｶｰﾃﾝ）
○地域との交流（合同防災訓練の実施等10回）

② 体育・健康教育
○HQCシートの活用による生活習慣の向上率（８０%）
○学校保健委員会の保護者参加率上昇（年１回）
○新体力テストで県平均を上回る項目の割合（８０%）
○新体力テスト（春・秋）、全校長縄跳びの実施
○防災訓練の充実（年間３回以上）

③ 生徒会活動
○5・3・1運動、無言膝つき清掃、先手挨拶運動
の徹底 (意識調査8０%）

共 有（見守り）

家庭・学校・地域が一体と
なって、子供の志を見守る。

【重点事項】
① 学校からの情報発信
○学校・学年・保健だより、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、
tetoruを活用した情報発信

② ＰＴＡとの連携
○市Ｐ連４つの実践の啓発
○ＰＴＡ各委員会との連携協力
③ 地域との連携
○学校運営協議会、健全育成会、保護司会、
ほたるを保護する会、自治会等との連携

○合同防災訓練、地域行事への協力

「確かな学力の向上を目指す学習指導の研究」
～学びを支える学級づくり、授業づくり～

主
な
学
校
行
事

４月 入学式 前期始業式 健康診断 ＰＴＡ総会(紙面) 授業参観 全国学調
５月 放課後くまなびｽｸｰﾙ開始 部活動保護者会 体育祭 県学調 ３年修学旅行
６月 中間テスト 生徒総会 学校総合体育大会
７月 ３年進路説明会 資源回収 家庭訪問 夏季休業日
８月 夏季休業日 ＰＴＡ奉仕作業 全校登校日
９月 １年農業体験 期末テスト 中三テスト 生徒会選挙 新人体育大会
10月 前期終業式 秋季休業日 後期始業式 江中祭 ２年校外学習
11月 授業参観 合同防災訓練 2年職場体験学習

３年進路学習会 中三テスト 中間テスト
12月 三者面談 新入生説明会 冬季休業日 資源回収
１月 冬季休業日 開校記念日(１/８) 中三テスト １年スキー教室
２月 期末テスト 1年授業参観 ２年高校説明会 公立高校学力検査
３月 ３年生を送る会 卒業式 修了式

【新熊谷プロジェクト】関連する教科や複数の単元にまたがる学習内容を精選、統合するなど、「総合的な学習の時間」を中核としたカリキュラム改
善により、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」いわゆる汎用的能力の育成を目指します。

目指す学校像目指す学校像

○ 学力日本一を目指す学校

○ 心豊かな心身ともにたくましい人づくりを目指す学校

○ 生徒に愛され、地域や保護者に信頼され、安心して学べる学校

○ 創意と工夫に満ちた活力ある学校

学校経営方針学校経営方針

○ わかる授業を推進し、学力日本一を目指します。
○ 体験活動を充実させ、心身ともにたくましく、心豊かな人づくりを目指します。
○ 家庭や地域との連携を密にし、信頼される学校を目指します。
○ 是々非々の生徒指導を推進し、安心して学べる学校を目指します。
○ 歌声や挨拶にあふれ、創意と工夫に満ちた明るく活力のある学校を目指します。


